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わ
が
ま
ち
紹
介 

京
都 

木
屋
町 

〝
産
業
諸
施
設
を
設
立
し
た
近
代
科
学
発
祥
の
地
〟 

一之船入に展示されている高瀬舟の見本 

月
日
：平
成
２７
年
8
月
２０
日
（木
） 

行
先
：
島
津
製
作
所 

創
業
記
念
資
料
館 

記
念
館
内
の
説
明
は
、
館
の
ス
タ
ッ

の
方
に
わ
か
り
易
く
、
丁
寧
に
し
て
頂

き
ま
し
た
。 

本
当
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

木
屋
町 

慶
長
年
間
の
角
倉
了
以
の
高
瀬
川

開
削
に
伴
っ
て
、
慶
長
16
年(1611
）

に
二
条
樵
木
町
を
起
点
に
開
通
し
た
。

開
通
当
時
の
こ
の
通
り
は
「樵
木
町
通
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

江
戸
時
代
初
期
（
17
世
紀
）、
現

在
の
大
阪
市
や
京
都
市
伏
見
区
か
ら

薪
炭
・木
材
が
高
瀬
舟
に
積
ま
れ
て

集
ま
り
、
材
木
問
屋
・材
木
商
が
倉
庫

や
店
舗
を
立
ち
並
べ
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
、
「木
屋
町
」と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

木
屋
町
周
辺
に
は
材
木
町
、
紙
屋
町
、

鍋
屋
町
、
米
屋
町
な
ど
の
地
名
が
残
っ

て
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
中
期
（
18
世
紀
）に
は
、

こ
の
通
り
を
往
来
す
る
旅
人
や
商
人

を
目
当
て
に
、
料
理
屋
や
旅
籠
、
酒

屋
な
ど
が
店
を
構
え
る
よ
う
に
な
り
、

酒
楼
娯
楽
の
場
へと
姿
を
変
え
た
。
幕

末
（
19
世
紀
）に
は
勤
皇
志
士
が
密

会
に
利
用
し
た
た
め
、
坂
本
龍
馬
や

桂
小
五
郎
ら
の
潜
居
跡
や
事
跡
の
碑

が
繁
華
街
の
あ
ち
こ
ち
に
立
っ
て
お

り
、
大
村

益
次
郎
や

本
間
精
一

郎
、
佐
久

間
象
山
な

ど
が
殉
難

し
て
い
る
。 

平
成
15
年
、
京
都
市
が
地
区
と
し
て

の
木
屋
町
界
隈
を
「
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
重
点
地
区
」
に
指
定
さ
れ
た[3 

一
之
船
入 

高
瀬
川
は
慶
長
十
六
年
（１
６
１
１
）

頃
、
角
倉
了
以
が
開
い
た
運
河
で
こ
こ

を
通
行
す
る
高
瀬
舟
の
荷
物
を
あ
げ

お
ろ
し
す
る
船
溜
所
を
船
入
と
い
っ

た
。
明
治
以
後
高
瀬
川
は
舟
運
の
目

的
を
失
っ
た
が
、
両
岸
に
柳
を
植
え

た
景
観
は
京
都
に
情
緒
の
あ
る
大
き

な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。 

一
之
舟
入
は
江
戸
時
代
の
交
通
運
輸

の
貴
重
な
遺
跡
と
し
て
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

島
津
製
作
所 

創
業
記
念
資
料
館 

創
業
の
地
で
あ
る
高
瀬
川
の
北
端

の
木
屋
町
二
条
は
、
島
津
製
作
所
の

創
業
の
地
で
あ
る
と
と
も
に
、
明
治

初
め
、
京
都
府
が
欧
米
の
最
新
技
術

を
導
入
し
た
実
験
所
や
工
場
な
ど
多

く
の 

産
業
諸
施
設
を
設
立
し
た
近
代

科
学
発
祥
の
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。 現

在
は
、

京

の

落
ち

着

い

た
た

た
ず

ま

い

が
感

じ
ら

れ
る

場
所

で
あ

り

、

そ

の

中
に
建
つ
木
造
の
２
階
建
て
の
外
観
は
、 

初
代
、
二
代
目
が
居
住
し
、
店
舗
と
し

て
い
た
当
時
の
面
影
を
今
に
伝
え
て
い

ま
す
。  

資
料
館
は
創
業
の
地
に
あ
り
、
木

造
2
階
建
て
の
建
物
は
、
創
業
者
の

初
代
の
島
津
源
蔵
が
居
住
し
、
約
45

年
間
、
本
店
と
し
て
使
用
し
た
も
の
で
、

い
わ
ば
島
津
製
作
所
の
源
流
で
す
。 

 

館
内
に
は
、
創
業
以
来
、
製
造
販
売

し
て
き
た
理
化
学
器
械
、
医
療
用
Ｘ

線
装
置
や
産
業
機
器
を
は
じ
め
事
業

活
動
に
関
連
す
る
歴
史
的
な
文
献
・

資
料
な
ど
を
常
設
展
示
し
、
島
津
製

作
所
の

歩
み
と

日
本
の

近
代
科

学
技
術

の
発
展

過
程
が

展
示
さ

れ
て
い

ま
す
。 
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２０１５年１０月度行事予定 

“日本を代表するほどの巨大な別荘の集まり京都南禅寺界隈” 

無鄰菴 
月 日：2015年１０月１５日（木） 

集合場所：京都市営地下鉄東西線蹴上駅改札出口集合時間：13:00 

訪 問 先：琵琶湖疏水記念館 ・ 無鄰菴庭園 

順 路：蹴上駅 →蹴上発電所 →蹴上インクライン →琵琶湖疏水記念館 

→ 無鄰菴庭園 →京都国際交流館 → 蹴上駅 

そ の 他：１） 一般参加者は会員を通じてご連絡下さい。 

２） 入園料 ： 410円/人です。 

２０１５年１１月度行事予定 

“京都の奥深さが見えてくるまち山科” 

毘沙門堂門跡 
月 日：2015年１１月１９日（木曜日）  

集合場所：ＪＲ山科駅：10:00 

訪 問 先：毘沙門堂跡 

順 路：ＪＲ山科駅 →毘沙門堂門跡（拝観後一次解散） 

健脚者は沢ノ川添えハイキングし山科駅へ 

そ の 他：１）一般参加者は会員を通じてご連絡下さい。 

２）毘沙門堂門跡 拝観料 500円／人 必要です。 

第 11 回  たかつきＮＰＯ協働 

フェスタ開催！！ 

1. 開 催 日：2015年9月12日（土）

2. 開 催 場 所：高槻市立生涯学習 

センター 展示ホール 

3. キャッチコピー 

“未来わくわく★笑顔キラキラ” 

4. テーマ 

子どももおとなもメッチャ楽しい  

5. ＶＧ槻輪では、展示ホールで会の

紹介や活動内容を展示します。 

趣味をこらした「手作り団扇」を

多く展示します。 

手に取ってご鑑賞下さい。 

スタンプ・クイズラリーに参加し

ます。 

クイズに回答し、 

ハニタンと記念写真を撮ろう！！ 

創業記念館外観 

創業記念館で展示品の説明を聞く 
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